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1) 中村伸 (2004):組織因子 (CD142):血液の辞典
(平井,押味,板田編):300-302.
′翻訳














































chromosomc landmark separating Sumatran and






(2004) ELrects of oral administration of































Tissue factor (CD142).Expression to Activate


















Molecular phylogenetic analyses of subspecific
relationshipsinagilegibbons(HylobatesagilL'S)using
-51-

































































































37)光永総子,藤本浩二,中村伸 (204):サル B ウ
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3) 竹中修 (2004)犬山市民大学 r遺伝子の窓からJ
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流動部門
多様性保全研究分野
平井啓久,正高信男,果山節,川本芳,
松林清明,室山泰之,高井正成,
田中洋之,渡逸邦夫,早野あづさ (非常
勤研究員)
<研究概要>
A)アジルテナガザルの亜種分化に関わる総合調査
平井啓久,田中洋之 (免田遺伝分野),
早野あづさ (流動部門非常勤研究員),
福富憲司 (情報検索室)
スマ トラ島のアジルテナガザル,ボルネオ島のア
ジルテナガザルおよびミューラーテナガザルを艶色体,
DNA,形態から解析した総合データを報告杏としてま
とめた.さらに,これらのデータにおける各項目 (敗
色体タイプ,DNAタイプ,形態特性および生息分布)
の関連性を検索できるように,一般向けのデータベー
スを作成した.
B)アジルテナガザルおよびミューラーテナガザルの
マイクロサテライ トDNA解析
早野あづさ (流動部門非常勤研究員)
田中洋之 (集団遺伝分野),平井啓久 (迫伝
子情報分野)
アジルテナガザルの亜種分化に関する研究の一環
として,インドネシアスマ トラ島およびボルネオ島で
採集されたテナガザルサンプルを用いて,マイクロサ
テライ トDNA多型解析を行った.この結果,アジルス
マ トラ亜種,カリマンタン亜種,ミューラーテナガザ
ルの 3着は遺伝的に明瞭に区別され,独立の保全単位
として重要であることが明らかになった.また,典団
サイズの変動解析からアジルスマ トラ亜種が過去にボ
トルネックを受けた可能性を示し.この亜種に特異的
な敗色体変異は,祖先袋田の縮小分断時に生じ,その
後個体数の回復に伴って迫伝的浮動によりこの亜種内
に急速に固定したことを示唆した.
C)テナガザル類における種特異的音声の多様性に関
する研究
正高信男 (認知学習分野),杉浦秀樹 (社会
構造分野),田中俊明 (野外施設教務補佐員),
親川千紗子 (大学院生),香田啓貴 (大学院
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